
先日のハッピーマンデーの日に外出したのですが、予定よりも帰りが早くなり、旧朝倉家住宅に寄り道しました。場所は代官山駅からすぐ近く、ヒルサイドテラスの隣です。旧山手通りからちょっと路地を入ったところに入口があって、観覧料１００円にて見学可能です。受付で１００円払って、パンフレットをもらい、簡単な説明を受け、入場しました。以前は経済企画庁の渋谷会議所だったらしいのでが、平成１６年に重要文化財の指定を受け、渋谷区の管理になり、同時に公開になったとの説明がパンフレットにあります。渋谷区の管理だから、ここは渋谷区なのだなと認識するのですが、まさに目黒区と渋谷区の境にあって、周囲はけっこうにぎやかな場所です。ところが敷地内に入ってみると別世界。休日で交通量が幾分少ないこともあるのでしょうが、とっても静かで落ち着きます。鳥の鳴き声が聞こえるような雰囲気の中に、大正８年建造の立派な建物の玄関が目に入ってきます。

下駄箱に靴を入れ、パンフレットの案内にしたがって進みます。大正時代に住宅として建造された建物でして、一部、洋室もありますが、ほとんどが和室、居心地の良さそうな部屋が続きます。目の肥えた人が見れば感心するような、材質や意匠なのでしょうが、残念ながら私にはそこまではわかりません。ただ、どの部屋も快適で、ついつい長居してしまいそうです。ヒルサイドテラスの隣地ですから、こちらも、斜面に面した敷地で、その平坦な部分に建物が、斜面を利用して庭園が配置されています。室内からは庭のある南西の方向に向けて窓が大きくとられ、斜面に広がる庭園が見渡せます。そしてその窓からやさしい日差しが入ってきます。

室内は快適そのもので、平年を下回る、冷え込みが厳しかった日なのですが、日光が差し込む部屋は、暖房があるわけでもないのにポカポカ。実際に室内の温度が高いということではないのでしょうが、とにかく見た目が暖かいのです。特に一階の広い会議室と二階の廊下はこのまま昼寝でもしたくなるくらい。



外では寒くて震える日なのに、快晴だったことと時間が午後２時過ぎだったこともあり、日差しが豊富で、このまま日が暮れるまでじっとしていたくなるくらいでした。見学する人も少なく、静かな時間を贅沢に過ごすことができます。室内から庭をながめたり、襖や床の間、違い棚を見入ったり、内庭があり、茶室があり、中は見られなかったけど土蔵もあったり。一階も二階も雰囲気たっぷり、見ごたえたっぷりです。室内見学後、庭にでました。西側の目黒川方法に向って下って行く、斜面に木々、石、灯篭などを配置した、住宅同様こちらも贅を尽くしたといった感じの回遊式庭園です。今でこそ、周辺に大きなマンションなどがあるため、一部視界が遮られていますが、建造当時はこの庭越しにさぞかし雄大な景色が臨められたのでしょう。

今は擁壁工事中ということで、この庭から西側には仮囲いが巡らされ、それが視界に入ることと通行できない場所があることがちょっと残念でした。冬のこの時期でも見ごたえのある庭なのですが、花の時期や、紅葉の時期にはさぞかしすばらしい景色を目にすることができるでしょう。そしてその頃に工事が終了していれば、さらに楽しめるはずです。なお、旧朝倉家住宅では、文化財保存のため、写真撮影が禁止されている部分があります。カメラを持って訪問される時には、注意してください。



中目黒駅から東山方面の山手通り沿いの景色が最近変化していてことに気付かれた方は多勢いるでしょう。通りに面したビルを後退させる工事が順次進められています。どうしてそのような工事が行われているのかというと、おそらく、山手通りが拡幅されるための準備だと思います。山手通りに面した各ビルが何メートルか後退して、その後退した部分が道路（歩道）になって、その分、山手通りが広がるということです。稀にビルごと解体して建て替える場合もありますが、多くのビルは一階の一部分を解体し、外装仕上げを施して工事が終了しています。これはビルの建築当初から将来の山手通りの拡幅のために計画がされて、拡幅時に道路となる部分だけ建物が解体できるようにと設計されているからです。なぜそんなことを言うかというと、私自身が山手通り沿いのとあるマンションの建設工事に携わった経験があるからです。昭和６０年４月から始まり、６１年３月に竣工したビルなのですが、道路拡幅にかかる部分だけは、鉄骨ＡＬＣ造の１階建て、その他の部分はＳＲＣ造（鉄骨鉄筋コンクリート）１３階建てでした。１３階建て部分は前面（道路になる部分）がなくなっても影響がなく、また前面部分は容易に解体できるような設計がされています。昭和６０年当時に周辺のビルはすでに同じような配慮がなされ、山手通りに面した一部分だけが解体できるように建設されていました。これは当時から、将来の山手通り拡幅のための準備がなされていたということなのです。かなりの昔からそのような準備がなされ、計画されてきた山手通りの拡幅が今、動き出しているということなのです。都市計画、道路計画というものは、将来を見越して、壮大な計画の基に行われているのだなと改めて感じます。山手通りが広がると、どうなるのかなと感じるのがあの中目黒駅のすぐ北の歩道橋です。駅のすぐ横のガード下の横断歩道、りそな銀行の横の横断歩道の中間にあって、近くに横断する場所があるため、利用する人があまり見かけられない歩道橋です。写真のように山手通りが広がってしまうと、幅が足らなくなり、架け替え工事を行わないと「道の途中に階段が・・」という状況になってしまいます。今の利用状況からすると無くなるのかなという気もしてしまいます。私自身もこの歩道橋を利用したことは数えるほどしかないのですが、久し振りにこの歩道橋を利用してみました。歩道橋から見える景色を残しておこうかと写真を撮ると、こんな景色です。

駅方面を見るとほぼ同じ高さの目線からホームが見えます。ホームの向こうには左右に最近建った高層マンションとオフィスビルです。北側を見ると東山方向に山手通りです。撮影時には大橋方面への交通量が多いです。

両方向ともすぐ近くに横断歩道が見えて、やはりこの距離ではこの階段を上り、下りして歩道橋を使う人は稀だろうと思えます。



さて昭和６０年に私がかかわったマンションですが、この建物は今現在まだ後退工事を行っていません。

隣の建物（隣の建物も同じ設計事務所でした。（施工会社は別ですが））はすでに工事が終わっていますので、建物が少し前に出っ張っています。焼鳥の栃木屋さんが一階にあるマンションで、私が入社２年目の２０数年前の工事なのですが、当時のことは、ほんの少し前のことのように思い出されます。
東大駒場キャンパスのすぐ近く、駒場公園のなかにある旧前田侯爵駒場本邸・洋館を見学。この日は昼12時には家に戻るつもりで、1時間半の外出と決めて、午前10時半に家を出発、30分歩いて、洋館を30分見て、30分かけて帰宅という予定です。ところが出かけるおりに、もたついてしまって、駒場公園到着は11時を少し過ぎてしまいました。ほぼ快晴の土曜日の午前中にもかかわらず、公園内にほとんど人がおらず、東門から入った私を迎えてくれたのは鳥の鳴き声と木々を風が揺らす音くらい。閑静な住宅街に囲まれた公園内はまさに、都会のオアシス。いままで歩いていた山手通りの喧噪がうそのようです。東門から入るとまず目に入るのは旧前田家の和館です。しかしこの日は洋館を見学と決めていたので、和館の見学は、また今度として、洋館に足を進めます。するとすぐに洋館がその姿を見せてくれました。

（外観・・・スクラッチタイル貼りの仕上げ（パンフレッットより））



旧加賀百万石前田家第16代当主前田利為の本宅として昭和４年建築ということで、戦火の影響を受けなかったことになるのですが、パンフレットには「戦後、アメリカ極東軍司令官の官邸として接収、昭和39年から東京都の所有となった。」とあり、戦争にからむ歴史がこの建物にも存在しています。これもパンフレットからですが、当時の駒場の野趣にあわせたイギリスのチューダー様式を取り入れた設計で、東洋一の邸宅と称されたそうです。入場は無料です。さっそく、スリッパに履き替え、靴をビニール袋に入れて玄関ホールから見学を開始。まず目を奪うのは、赤い絨毯、漆喰の壁、大理石の柱、照明器具や木を贅沢に使った天井の装飾。チューダー様式と言われても、専門家でなければ理解できるはずもないのですが、その豪華さには、さすが前田家と言うしかないです。

（玄関ホールから階段方向・・・威圧感すら感じる大理石の柱と暖炉）

（玄関ホールから旧サロン方向・・・・赤い絨毯が奥へと続く）さらに右側に配置された旧応接室もこの豪華さです。この部屋だけではなく、いろいろな部屋に配置された、イタリア産の大理石と説明のある柱と暖炉（マントルピース）の存在感は圧倒的です。

（旧応接室・・・柱と同じ大理石のマントルピース）旧応接室から旧サロンへと回り、さらに旧大食堂、旧小食堂と順番に見学していきます。



（旧大食堂・・・マントルピースの存在感と木を使った壁、天井）旧小食堂から廊下に抜けて、今度は二階を見学すべく階段のあるところまで戻ります。その階段は、触れることを遠慮してしまうような重厚な木の手すりと赤い絨毯、そして何気なく、その向こうに鎮座する大理石のマントルピース。窓からはやさしい日の光。一段、一段、ゆっくりと二階へと上がっていきます。

（階段を下から・・・手すりのレリーフ、向こうに見えるマントルピース）上がりきって、階段を振り返れば、手すりはこの曲線美、レリーフのこの細やかさ。

（階段を上から・・・この微妙な手すりの曲線）設計者も建築に携わった人も、製作に携わった人も、もちもん、前田侯爵もみんな、細部まで、こだわっています。階段を登りきれば、ロビーが広がっていました。階段の手すりのすぐ横には立派な大時計が、時を刻んでいます。



（調和のとれた手すりと大時計）二階には旧書斎、旧婦人室、旧寝室が日当たりの良い東側に並びます。

（旧婦人室の女性らしい、椅子とテーブル、窓とカーテン）

（旧書斎・・・・書斎と言うには広すぎる部屋、ここにも豪華なマントルピースが）見学を進め、西側に回ると、ようやく、こじんまりとした和室が数部屋ありました。集会室と表示のある部屋もありますが、このあたりが使用人の方々が生活した部分なのだろうなと考えていると、ここで、初めて自分以外の見学者に遭遇しました。この時、この広い館のなかに見学者は私とこの方の2人だけだったのでしょう。そしてロビーまで戻ると突然、先ほどの大時計が「ボオーーオーーン」と鳴り響きました。午前11時半を告げる時報です。



（帰宅時間を告げてくれた大時計）12時までに家に戻ると決めた自分の予定を守るためには「もう、帰る時間ですよ。」と大時計が知らせてくれたのです。とても、30分では味わいきれない前田邸洋館です。少し迷いましたが、午後から、やらなければならない予定もあったので、しょうがなく、「近々また来れば良いか。」と思い直し、帰宅を決めました。「和館も含めてまたゆっくり見学しよう。今度は時間をきめず、じっくりと。」と思いながら。見学してみて、一番びっくりしたのは暖炉（マントルピース）です。建造当時は当然、エアコンなどというものはなく、暖炉（マントルピース）が、最高の暖房設備だったのでしょう。しかし、その暖炉（マントルピース）は現代の空調設備よりもはるかに豪華な設備だと感じてしまいます。まあ、暖房設備で、夏の暑さ対策には効果はないのですから、その点だけは、現代の人間の方が、あの頃の前田侯爵より、贅沢ができているということなのでしょうか。時間に追われて、そそくさと帰宅に着く前に先ほどとは反対方向から、逆光を気にしながら、もう一枚、外観写真をパチリと。

無料で見学できるということが本当に信じられないくらいの、とても素敵な洋館です。この施設がこんなに身近にあることは、うれしい限りです。パンフレットによれば、一般公開日は水・木・金・土・日・祝祭日、公開時間は午前9時から午後4時半ということです。 目黒川沿いの低い土地から東方向に上がっていく急勾配の坂はたくさんあります。山手通りから旧山手通り方向に移動するときは、いつもどこかの坂を昇っていかなければなりません。自転車で昇ろうとすると大変きつく、自転車を降りて、手押しで昇っていく人をよく見かけます。駒沢通りも、目黒通りも東方向に進む時には山手通りを過ぎた辺りから、上り坂が始まります。坂には名前がついているものが珍しくなく、また、有名な坂がいつくもあります。その有名な坂のひとつに行人坂があります。目黒駅と目黒雅叙園を直線で結ぶような位置にある坂ですが、雅叙園前の道の角にはこんな案内板がたてられています。



（道角にある案内板　　行人坂の由来が）この案内によると「行人坂」の由来は、このあたりに行人が多く住んでいたからだそうです。当時、奥州から招かれて、悪漢たちを一掃した大海法師が、この坂の途中に開山し、徳川家から「大円寺」の寺号を与えられたとある、そのお寺は坂を昇り始めると右側にすぐ、みつかります。そんなに敷地が広いわけではないのですが、このお寺の名前は行人坂ということば、火事ということばと一緒によく目にも、耳にもします。江戸の三大大火というと、明暦の大火（明暦3年、1657年　振袖火事）、目黒行人坂の大火（明和9年、1772年）、芝車坂の大火（文化3年、1806年）ということですが、行人坂の大火では、ここから出火した火事が各地に飛び火し、江戸中心から、遠くは千住まで、延焼してしまったそうです。死者は1万5千人ちかくにおよび、10万人以上が死亡した振袖火事に次ぐ、大きな被害を出した大火です。この火事は物取りに入った生臭坊主が寺に放火したことが原因で、火をつけた犯人は火刑に処せられたそうです。明和9年＝めいわく（迷惑）の年ということから、年号が「安永」に改められたとか。この大火が発生したのが、旧暦の2月29日で、現在の4月1日になります。春の訪れの遅れている4月の最初の土曜日（4月2日）にこのお寺を覗いてみました。

（大円寺の境内）大円寺の境内にはこの大火で亡くなった人たちを供養するために五百羅漢石仏がつくられました。石仏はそれぞれ表情に特徴があり、なかには赤ん坊を抱いた女性の石仏もあると案内板に説明があります。



（五百羅漢石仏）五百羅漢石仏の近くには、一回転させれば、一遍のお経をとなえたことになるという摩尼車と、とろけ地蔵（赤い布が巻かれたお地蔵さま）があり、私も摩尼車を回して、手を合わせます。とろけ地蔵は明和9年の火事の高熱でこのような姿になったそうです。

 （とろけ地蔵と摩尼車）さほど広くはない、敷地ですが、さすがに歴史のあるお寺で、この案内の説明のように指定文化財がいくつもあります。

（指定文化財の説明）この説明のなかに八百屋お七、吉三の墓碑とあります。行人坂の大火、また江戸三大火とは別に、歌舞伎や文楽でも取り上げられ、ある意味一番有名な江戸の火事にまつわる碑がここにありました。まつわるといっても、お七自身ではなく、お七の想いひと、吉三の火事以降の人生にです。



（八百屋お七と吉三の碑　　火事とお七、吉三のその後が・・・、ここにも摩尼車）お七は駒込の円林寺の寺小姓の吉三に会いたいがために本郷の自宅に放火し、結局、鈴が森にて火刑になります。残された吉三は西運という名の僧になり、諸国行脚の後、行人坂の下にある明王院（現在の雅叙園がある場所）に入り、27年5か月もかかって、この地から浅草観音までの1万日行を成し遂げます。また多くの寄進を受け、目黒川に石の太鼓橋をかける事業を行うなど、一生をお七や大火で亡くなった人々の供養、社会貢献にささげたとのことです。この太鼓橋に使われた石材が境内の七福神たちの横に愛嬌のある姿に形を変えて立っています。

 （太鼓橋の石材の碑　　側面にお七と吉三、太鼓橋の縁が）

（満面の笑みの七福神たち）また境内の奥のほうにある鐘堂にはこんな石碑があり、その側面には西運のこと、明王院のこと、鐘楼堂建立の縁の説明があります。



 （鐘楼堂の碑）八百屋お七の火事が1683年、行人坂の火事が1772年。西運はお七の火事を上回る被害の大火が自分の死後数十年経ったのちに、火事の犠牲者の供養の活動の拠点として過ごした行人坂から、発生してしまうなど考えもしなかったでしょう。
開花の遅れた今年は、4月10日過ぎくらいまで目黒川の桜は楽しめました。例年より１週間以上遅い満開でした。いつものように3月末から4月初めに目黒川を訪れ、ほんの少ししか咲いていない桜の写真を撮っている人を見かけた時には、この人たちは満開の桜を観賞する機会をもう一度持てるのだろうかといらない心配をしてしまいました。自粛ムードの今年も満開の頃には、中目黒駅から目黒川沿いの人出はやはりすごかったです。9日、10日の土曜、日曜を中心にはたくさんの人々が桜を見ようと中目黒に集まりました。ここは川沿いの桜で、敷物をしたり、椅子、テーブルで酒盛りというわけにはいかない場所です。川に沿って花を頭上に感じながらゆっくりと歩き、橋の上からは花が川に覆いかぶさる光景に思わず声をもらす、そんな経験をたくさんの人々が味わったのでしょう。そのような目黒川の桜も今は青葉へと変わり、通行する人の数も通常の状態に戻りました。駅横でたくさんの人が花見の待ち合わせをしていて、通過し難いという状態も終了しました。落ち着きを取り戻した駅周辺ですが、この時期の花は目黒川だけではありません。西郷山公園はソメイヨシノの季節が終わっても、まだまだ花盛りでした。4月22日（金）の朝８時ころ、その花を見に行ってみたのですが、この時期の主役、一番豪華だったのがこの花です。

 「黒桜　カンザン」　と名前が書かれている木なのですが、菅刈住区センター横の階段を上り切ると最初に目に入ってきます。連休の少し前のこの時期には、階段を息を切らして登るとこの花が待っていてくれるという感じです。すぐ横にベンチがあるので、時間が許せば、ここに腰かけて、缶コーヒーでも飲みながら、花の下でゆっくりと過ごしたい気分になります。この花は色が濃いうえに、ひとつひとつが大きくて、またいくつかの花が固まって咲いているので、ボリューム感があります。近寄って下から見上げると、こんな感じです。



そのカンザンの近くに「黒桜　イチヨウ」の札のついた木が花をつけています。木がまだ小さく、白い花はあまり存在を主張するようではなく、そっと咲いる様子は対照的です。

 公園の中央付近にはこの花がもっと、ひっそりと咲いていました。この木はさらに幼く、もう数年経てばもっと華やかになるのでしょう。また少し、葉が混じっているので、最盛期を過ぎているのかもしれません。「黒桜　ウコン」とあります。この木も黒桜です。黒桜だけでもいろいろあるのですね。驚きです。



 ソメイヨシノの花が散った後に咲く花ばかりでなく、早く開花する河津桜もありますので、かなり長い期間、なにがしかの桜の花が咲いていてくれるのが西郷山公園です。大勢の人が押しかける桜をイベント的に見ることも、花見の醍醐味という気もしますが、少し時と場所をずらしてみても、良いものですよ。そんな味わい方が西郷山公園では可能です。西郷山公園の由来については公園内にこんな石碑があって、説明してくれています。

知人からちょっとした質問をされ、返答できず、「調べてみます。」と時間をもらったのが金曜日。何から当たろうかとぼんやりと考えていたのですが、近くに歴史資料館があったことを思い出し、ここなら答えのヒントがあるかも知れないと、日曜の朝に覘いてみました。以前から、大鳥神社方面に山手通りを歩いていると、黄色の案内板が目に入り、一度立ち寄ってみようと思っていた所です。



ファミリーマートと清掃事務所の間の角を曲がるとすぐに、資料館はありました。旧第二中学校の校舎を利用した資料館なのですが、初めて訪ねた私には、「今でも学校のままなのでは・・」と入っていくことに尻込みをしてしまいそうな雰囲気です。確かに「目黒区めぐろ歴史資料館」と表示があるので、元は校門だったのだろうと思える立派な門を中に入って行きました。

歴史資料館の名は「目黒区めぐろ学校サポートセンター」の名と同じ看板に書かれていて、第二中学校は今でも目黒区の教育機関として利用されていることがわかります。歴史資料館も学校の子供たちの利用がメインなのでしょう。門から入っていくと資料館自体の入り口はすぐには目に入ってこず、少し進むことになります。グランドを左に進むと右側に入り口がありました。日曜の午前ということからか、自動ドアから中に入ると自分の他に人影はなく、どっちに進もうかと立ち止まっていると、受付から、「資料館ですか？」と声がかかり、資料館方向を指さしてくれ、目的の場所をようやく把握できました。常設展示室ではまず「目黒の歴史」という黒い案内があり、進むと、展示は時代ごとに「大昔の目黒」→「古代の目黒」→「中世の目黒」→「近世の目黒」と続いています。その後に「道具にみる暮らし」→「目黒の歩み」という構成です。この日の目的の知人からの質問の答えのヒントは、明治以降の部分にありそうだったので、展示順を無視して、最後の「目黒の歩み」から見学を始めました。明治維新以降の歴史が年表で表示され、順次、目で追っていきます。時間をかけて年表を読んでいったのですが、どうも答えにたどりつかない。答えはここでは見つからないかと思い、展示の順番を逆に、時代をさかのぼって見学していくと、近世までさかのぼったところで、答えらしきものを発見。来館の目的を果たした気持になり、あとはゆっくり見ようと、最初に戻って、時代順に回りだしました。「大昔の目黒」では縄文、弥生の展示。土器、石器の展示や竪穴式住居の説明などが並びます。「古代の目黒」、「中世の目黒」は時代でいくと平安、鎌倉時代で、初めて触れるような内容の展示が続き、「近世の目黒」までくると江戸時代に入り、少しだけ、聞きかじった内容も見受けられました。富士講、富士塚の展示には力が入っています。（胎内洞穴の発見はなかなか重大なものらしいです。）江戸時代の目黒は江戸の観光地だったことを再認識しますし、やはり、鷹狩の説明もありました。武士のたしなみと称した将軍様の道楽を支えた庶民の苦労が想像されます。「道具にみる暮らし」では、ある年代の人には懐かしく、ある年代の人にはもの珍しく感じるだろう道具が工夫して展示されています。最初に見た、「目黒の歩み」の年表をもう一度じっくり読んで見学終了。さほど広くはない、展示スペースは、ゆっくり回って小一時間くらいでした。２００８年９月開館という、この資料館はまだピカピカ。訪れる人もさほど多くはなく、ゆっくり見学できて、快適でした。入館無料で、開館時間は午前９時半から午後５時。９月には開館三周年企画展として「近藤重蔵と目黒新富士」を予定しているそうです。
この前に訪ねた、めぐろ歴史資料館で入手した資料を読んで興味が沸き、すずめのお宿緑地公園の古民家を見物に行きました。都立大学駅から歩いて普通は１５分くらいでしょうか。私は大雑把な位置しか把握せずに歩いて行ったので、すぐ近くまで来ているにもかかわらず、発見できず、回りをうろうろして、ずいぶん時間を浪費してしまいました。ここが目的地だとは分からないまま、木々の生い茂る公園に入るとそこにすずめのお宿緑地公園の由来の看板があり、整然とした住宅街にすずめのお宿緑地公園を突然発見したという感じでした。



めぐろ歴史資料館で知ったばかりの情報、目黒が少し前まではタケノコの産地だったという事情とすずめのお宿の由来は関係していました。そして、この看板の説明の時代の風景をイメージしたような竹林が公園内には整備され、その竹林の向こうに目的の古民家はありました。

この地に移築した際に法規制により、茅葺から銅板葺に改修されたという民家は、私のデジカメでは全容を納めることができない大きさと回りの林との位置関係でした。「踏まないでください。」と説明がある「しきい」をまたいで、室内に入ると、土間にある、かまどに火が焚かれています。

管理の方の話では毎日、午前中に火を入れるのだそうで、目的は虫対策ということでした。実際に人が生活をしていたときは、日々の生活のための行為が建物の保存のためにも役立ったのですが、人が住んでいない現在では、管理のためにかまどに火をいれているということになのでしょう。広い土間には、その「かまど」と奥には「ながし」があり、台所を構成しています。土間はその名の通りで土です。踏みしめられて固まったもので、決して平らとは言い難いですが、ここでは食事の支度のほか、さまざまな作業がなされていたのでしょう、道具なども並びます。



室内はおそらく保存のために照明がひかえ目に制限されて、入ったばかりは、内部がよく見えません。少しずつ目が慣れてきて、板敷の広間の大きさや頭上の梁組の様子が見渡せるようになりました。管理の方に写真撮影可能かを確認して、板敷の広間に上がります。広間の中心には囲炉裏と座布団です。そして、食事の様子を再現するように立派な食台、その向こうにおひつなどが配置されています。少し離れたところにもうひとつ、こちらは何かの作業台なのでしょうか。

広間には天井がなく、頭上はこんな感じです。肉眼では確認できますが、暗いし、高いしで写真には、はっきり写せません。

広間の奥に唯一天井が掛った座敷があります。縁のない畳の八畳間、縁側越しに外の景色を楽しんだのでしょう。現在では公園の景色しか見えませんが。



広間、座敷のほか、もうひとつなかなかの広さの納戸があり、この部屋にも天井はなく、頭上は高いです。これだけ高いと冬はさぞかし寒かったでしょう。もっとも、これからの暑い季節は風通しが良くて快適なのかもしれません。見学は無料です。入るとすぐにテーブルがあり、そこに資料等が置かれています。見学記念スタンプをいただいて、見学を終了しました。資料によれば、延床面積155.89m2の建物が土間のほか、広間、座敷、納戸の３部屋のみ。どのような生活がなされていたのかは想像するしかないのですが、便利さは少なくても、空間のゆとりはたっぷりです。旧衾(ふすま)村の年寄職を務めた栗山家の主屋で江戸時代中期の建築らしいということです。昭和５８年〜５９年にここに移築されたそうですが、資料に移築工事の様子が写真に紹介されていて、その工事の様子を見ておきたかったと今は感じます。その時期、私は建築学科の学生で、横浜に住んでいました。熱心な学生ではなかったので、移築の情報を得ていても、碑文谷までわざわざ見にくることはなかったでしょうが。



 梅雨の真っ最中にもかかわらず、真夏日が続く今年ですが、曇りでやや暑さに加減を感じた日曜日の午前中、散歩のチャンスだと駒場公園まで出かけてみました。自宅から30分ちょっとの距離ですが、3月に洋館を見学に行ったときとくらべ、遠く感じました。曇り空は途中から晴れに変わり、まだ30度には達していないとは思うのですが、汗が少しずつ額に、背中に流れます。それでも大汗をかく前に正門に到着しました。

枝が重いと感じないかと思えるほど葉を付けた樹木たちが作る日影のおかげで園内は若干、外より涼しく感じます。この日は前田家の和館の見学が目的です。正門から入って左方向に進み、洋館を後ろから眺めながら歩いて行くと和館の入り口が見えてきます。

 夏にはことさら、気持ちよく感じられる、打ち水がされた門周辺から、通路を玄関まで進みます。

洋館同様、和館も無料で見学可能です。（有料にて貸出している部屋もあり、また全室立入可ということではありません。）靴を玄関で脱いで、広間の方にゆっくりと移動。明るいところから室内に入ったため、例によって目がなれず、暗っぽいと感じながら歩いていくと、さすがという感じの大きな広間にでます。ここでまず、目を奪われるのはその広い畳の部屋の開け放たれた障子の向



こうに見える庭、絵のような光景です。

よく、観光地のパンフレットで目にするような光景が私を出迎えてくれました。実はこの写真を撮るには少し時間がかかりました。ここには先客の女性２名の方が座って、景色と居心地を楽しんでいらして、失礼ながらお願いして、一時移動してもらい、撮ったのがこの写真です。私もほかに人がいなかったら、ここで長い時間座って時を過ごしてみたい気持になります。写真を撮って、お二人にはお礼を言って元の場所に戻ってもらいました。戻った後、撮った写真が次の写真です。こんなふうに、この場所で、しばし、時間を過ごしたいと思うのは当然でしょう。優雅なひとときが経験できます。

縁側まで寄って覗けば、緑が生い茂る木々に燈籠、大きな鯉が泳ぐ池と味わい深い庭園です。でも、距離が近くてうまく写真におさめられません。



 

 最初に庭に目が行ってしまいましたが、室内がまた立派な造りです。見学できる部分は限られているので、広間中心の写真になりますが、こんな様子です。

 

 



 

 

 正午を過ぎ、気温はすでに30度を上回ったかもしれませんが、開け放たれた室内は暑さをさほど感じません。冷房がかかっているわけではないのですが。私たちの生活もほんのちょっと前までは、エアコンなしで、このように過ごしてきたのです。節電が求められる今年、エアコンを控えた場合には室内での熱中症の発生が心配されるとニュースで取り上げていました。エアコンがほとんどの家にはなかった昭和の時代といったい何が変わったのしょうか？小一時間、過ごして退室。靴を履いて外にでると門と通路がこんな感じで見えます。



門をくぐって、右に曲がれば、すぐに公園自体の東門です。東門をでてから、振り返って門周辺も写真におさめます。

東門を出ると、そこはもう駒場の住宅街です。一気に真夏の雰囲気に戻ってしまいました。ここからはエアコンがほしいと感じてしまう空間です。
「江府深川八幡宮社内に、今年文政四辛の巳三月中旬より五月の半過まで、下総成田不動の開帳ありて、日々永当と参詣引もちぎらず群集せり、但し近年の開帳ハ善光寺清涼寺の外は、何方も肝心目ざす開帳仏は天行にあらず、種々の造りもの仰山なる奉納の品々、又はめずらしき見せもの等にて、評判広ふなり、・・・・・・・」7月16日の午前に受講したある講座で配布された資料から、「遊歴雑記」のなかの一文です。この日の講座の内容は、出開帳についてのもので、この文は「今年（1821年）深川八幡で成田不動の出開帳があり、毎日大勢の人々が押しかけている。しかし、近年の開帳では開帳仏自体に集客力があるのではなく、催し物、見せもの小屋や奉納品見物を目当てに人々が押しかけている・・・・・」と言っています。江戸時代の出開帳も回数を重ねると信仰心よりも、遊興の意味が強くなってきているということです。講師の先生から、ご自身の子供のころの靖国神社のみたま祭りで見た、へび女のお話があり、当時も現代も同じようなことをしていたんだなと考えながら、祐天寺のみたま祭りも今日からだったことを思い出しました。猛暑日ちょっと手前という暑さだったこの日も、夕方になり、若干流れる風に涼しさを感じ、日が暮れる直前に祐天寺まで、お参りに出かけました。商店街を抜け、駒沢通りまで行くと、祭りの垂れ幕が見えてきました。み魂まつりなんですね。



人出の多さには覚悟していたのですが、17日よりはまだ少ないだろうと思って訪れたお寺は、そんな甘い予想を裏切って、すでにごった返し状態、門の外にも出店があって、入っていく前から渋滞です。

その渋滞の列に並び、ゆっくり、ゆっくりと進みます。止まったり、少しだけ歩けたりと本当にゆっくりと。境内は本堂まで出店が並び、その出店で買い物をする人たちが作る列もあり、本堂に向かって動く列もあり、本堂から戻ってくる列もありで、身動きとれない状況です。しかし、人の流れは何となく出来上がっていて、もめごとが起こる様子もありません。出開帳と同じく、信仰よりも、楽しみで集まっている人たち（私もその一人です。）がほとんどでしょうが、特に目立つのは小、中、高校生の多さ。海の日の連休、夏休み直前のこの時期、一年中で一番うれしい時期に行われる祭りは楽しくてしょうがないのでしょう。ようやく本堂までたどり着き、順番を待つ列に並び、お参り。用意していった小銭を投入して手をあわせます。み魂まつりにふさわしいことをお願いします。

お参りを終えて、振り返ると今入って来た境内にこの人出。この中を通過しなくては帰れません。再度ゆっくりと、ゆっくりと歩を進めます。



戻りは入って来る時よりもさらに時間がかかっているように感じました。進まない。動けないのは私だけではないのですが、誰もイライラしている様子はありません。み魂まつりです、私もイライラしないで落ち着きましょう。でもこれでは本当に進まない。

おそらく普通の日なら、2〜3分もあれば入って、お参りして門を出てこれるのでしょうが、この日は門を入って、出るまで30分かかってしまいました。17日のこの時間はさらにすごいことになっているのでしょうね。門をでて、境内の何倍もの距離を約10分で歩き、自宅に到着。やはり、午前に参加した講座の配布資料のひとつ「成田名所図会」を見返しました。出開帳時の様子を絵にしたものですが、押し寄せる人々が、これでもかというほど、描かれています。午前には大げさだと思った、この絵の様子が何の違和感もなく感じられました。
前日の雨ですっかり涼しくなった8月20日（土）、ぶどう狩りに出かけました。出かけたといっても、片道30分の行程。目黒区八雲の小杉ぶどう園です。家から駒沢通りまで歩いて用賀行きのバスに乗り、東京医療センター前で降りれば、もう歩いて5分弱、第十中学校の前、ぶどう園の案内がある路地を曲がると、開園を待つ人々の列が見えてきました。9時開園ということで、その5分前くらいの到着ですが、すでに数十人の待ち人が並んでいます。フェンス沿いの列の最後部に回り、スタッフの方から配られた、注意事項の案内紙を読みながら開園を待ちます。案内書きによれば、ぶどうの品種は「紅伊豆」と「藤稔」の2種とのこと。その他、注意事項として、収穫販売なので買い上げ以外のぶどうは食さないこと、ぶどうの切り方の説明などがあります。



間もなく開園となり、入場です。列の前にいた人はもう、ぶどう狩りを始めています。

ハサミの入ったカゴを園の関係者の方のお子さんと思われる、ちっちゃい子から渡されて、（かわいらしいお手伝いです。）私もぶどう狩りを開始します。まず、味見用にと準備されていた、ぶどうをひと粒、いただきました。おいしい。初日の開園直後ですから、どこから取っていこうか迷うほどの状況。袋がかかった、たくさんのぶどうの房が枝からさがっています。

袋の中を下から覗いて、色や大きさを確認して、カゴにいれるぶどうを選びます。



どのぶどうを選んでも、全部おいしいだろうと思いながら、気にするのはむしろ大きさ。収穫販売なので、無邪気に大きい房をたくさんカゴにいれていくと、そこそこ高額になってしまいます。さもしいことを考えながら、ぶどうの蔓をカットします。

園の真ん中あたりに仮軽量所があり、カゴにある程度ぶどうを確保した人は計量し、どの程度の金額になるかを確認します。計量器の横には、料金表です。ぶどう狩りに慣れた人は別として、普段、ぶどう、ひと房何ｇなんて把握している人は少ないでしょう。みなさん、ここで財布の中身を考えながら、もう少しぶどう狩りを続けるか、終了するかも検討です。

私は3房取ったところで、仮計量。計りの値から600gを引いて、1700gくらい。おおよそ、ひと房500g〜600gみたいです。もうひと房取って終了にしよう。最後のひと房を選んでカゴに投入。カゴを持って、今度は販売の列に並びます。ここで、それぞれカゴを計量器に乗せて、重さを計ってもらい、その向こうでは電卓で計算。



私の場合、4房で2kgちょっと、3040円でした。支払いをして、大きなレジ袋に4房を入れてもらって、ぶどう狩り終了。レジ袋のぶどうの重さを感じながら園を出たところで、まだ9時25分でした。週末の朝、8時過ぎに出発して、ぶどう狩りを終えて、まだ9時半、10時には家に着きそうで、高校野球の決勝戦が見られる時間です。なんともお手軽。このぶどう狩りは目黒区のホームページにあった「区内で楽しいぶどう狩り」の情報を見て、行ってきたのですが、小杉ぶどう園と東が丘の根岸ぶどう園の2か所で開催、ともに収穫販売で1400円／1kgだそうです。事前申し込みは不要で当日（9時開園）、ぶどう園に出向けば良いのですが、各園、ぶどうがなくなり次第開催終了とのことです。20日、21日の土日で、ほとんど売り切れ状態になったのでしょうか？こんなに近くで味わえるぶどう狩りです、来年の8月の開催を待って、小杉ぶどう園、根岸ぶどう園に出向いてみてはいかがですか。
めぐろ歴史資料館の開館三周年記念企画展　近藤重蔵と目黒新富士　が9月13日から11月20日まで開かれていますので、覗いてきました。江戸時代の富士山信仰の対象として各地に造られた富士塚が目黒には２つあったということで、その富士塚に関する展示がされていました。

1812年に築造され、先に存在した富士塚を元富士、1819年築造された富士塚を新富士と呼んでいたとのことで、元富士は目切坂の南側（現在の東急東横線代官山トンネルの北側の高台）、新富士は中目黒別所坂上にあったと説明がされています。非常に近いところに2つも富士塚があったのにはそれなりの理由があったのでしょうが、それは別として、すぐ歩いていけるところに2つあったのだから、そこは今どうなっているかと軽い気持ちで探索散歩を実行しました。まず、元富士。駒沢通りを恵比寿方面に上って行き、旧やまて通りまで出て、左折。歩道橋を過ぎて、また左折、坂を下りだす前、旧朝倉家住宅と高級マンション群に囲まれた道路脇にその碑が立っていました。



おそらく、マンションの敷地内に富士塚はあったのでしょうが、私有地には立てられないから、ここに碑があるのでしょうか。また、ステンレスの看板は平成22年12月の設置ですから、まだ立てられたばかりですね。元富士は文化9年の築造、高さは12mだったことや上目黒の富士講の人々が築いたことなどの説明があります。

 次は新富士。別所坂上ということなので、まずは別所坂へと向かいます。駒沢通りを渡り、目黒学院の前を通りすぎると間もなく左側に別所坂が見えます。正直言って、今までこの坂を上った記憶はなく、最初は緩やかな坂だと感じ上っていったのですが、上に行くにしたがって急こう配になっていました。結構きつい、そして蛇行した不思議な坂です。この坂を生活道路に使うには少々難儀するような感じです。この坂も数年前、お正月番組でスマップの草薙さんは全力疾走したわけですね。さすがに体力あります。

どんどん急になる坂の頂上は階段でした。そして階段の途中にその看板がありました。幕臣の近藤重蔵が自宅敷地内に築造し、元富士に対し、新富士として大勢の見物人で賑わったとあります。近藤重蔵、三周年企画展の主人公です。



新富士も元富士を同様、マンションの敷地内にあり、やむを得ず道路脇に立てられたとうところでしょう。この看板の説明によると、平成3年にこの近くで発見された遺構は当時の富士塚信仰を研究する上では非常に大きな発見らしいです。その遺構は調査後再び埋め戻され地下に眠り、その様子がめぐろ歴史資料館に再現展示されているということなのですね。 今年は11月に酉の日が3回あります。したがって酉の市も3回開かれ、11月2日が一の酉、14日が二の酉、26日が三の酉となります。その2日の夜、さっそく、酉の市の見物を目的に大鳥神社のお参りに出かけました。山手通りと目黒通りの交差点に近づくと、いか焼きやとうもろこし、わた菓子などの出店が並び、その照明や酉の市開催の提灯でいつもの夜より数倍明るい神社が目に入ってきました。当然、にぎわう人々も、いつもの数はでありません。
 おいしそうなニオイの誘惑を堪えて、歩道にならぶ出店の前を通り過ぎ、山手通り側の階段の方に回ります。ここの数段ある階段を上り、鳥居とくぐって境内に入ります。階段の下から、鳥居の向こうの熊手が見えます。中はもっと明るく、にぎやかです。お祭りのガヤガヤ感が外まで漂ってきます。



境内には大小様々な熊手をならべたお店が続きます。明かりで照らされた熊手は昼間に見るよりも艶やかに感じます。どの店もキラキラ、眩しいくらいの状況。店の屋号を示す大きな提灯、白熱灯の黄色い明かり、そしてその明かりに照らされた色とりどりの熊手。



熊手をもう少し大きく撮るとこんな感じです。縁起ものですから、金色、銀色、赤、緑、黄色と、派手な装飾。鯛や海老、俵、小槌、纏いに注連縄と縁起ものがたくさん付けられた熊手は見ているだけで景気が良くなりそう。こんなに大きなものは高いのだろうなあと思いながら見物です。
 大きな熊手が売れると買ってくれたお客さんを囲んで、売り手の人たちの「ヨオー」の威勢のよい掛け声に、チャッチャッチャの手拍子が響きます。この日の人出はごった返すというほどでもなく、熊手を見て歩いても、売り手や買い手の邪魔にならない程度。11月2日が一の酉だと、まだ今年は2回あるという気持ちで、最初の市から出かけてくる人は少ないのかもしれません。さほど広くない境内で、熊手を買うつもりもない自分が、いつまでも覗いていたら失礼だろうと、見物はこれくらいにして、神社のお参りの列に並びました。ここでは警備員の方が「鈴を鳴らしたい方は列にお並びください。そうでない方は列の横をご利用ください。」と混雑緩和の協力のお願い。でも鈴を鳴らしてお参りしようと列につきました。今日は商売繁盛のお願いをしよう。

鈴を鳴らして、小銭を投じ、手を合わせてお参り。警備員の方が説明していた社の横では「開運熊手守」の授与を行っていました。結構高いなと思いながら、小さい熊手守を800円で購入し帰路につきました。(初穂料を納めて、熊手守を受けることを購入と言って良いのかわかりませんが。)このお守りの初穂料の金額を気にするようでは、お店に並ぶ熊手には当分、手がでないでしょう。こんなこと考えているようでは、お守りの御利益も期待できないかな。



 
目黒川沿いの桜の木々も葉がもうすぐ落ちて、裸になってしまいます。緑色だった葉があっと言う間に落ちてしまう木もありますが、落ちる直前に、葉が赤く染まって、一瞬の秋を感じさせてくれる場所もあります。２２日の夕方４時ころに中里橋付近を歩いていたら気になる景色に出くわしました。

橋から南側を覗くとこんな感じです。

向こうに雅叙園が見えて、川の両脇の桜は、きれいな赤だったり、枯れかかっていたり、緑が残った木もあり、という状況でした。東側はもうすぐ葉が落ち切ってしまうでしょうし、西側はもう２‾３日後に赤がもっと鮮やかになりそうです。風がない日だったので、川面に写る木々、建物もわりとはっきりしています。そして反対の北側です。



うっすらと工事現場のクレーンとアトラスタワー、川面にはそのアトラスタワーが写ります。やはり、西側の葉には緑が残り、東側の葉は散り始めています。その東側の通路は今だけの味わえる赤いトンネルです。夕方、歩いている人はほとんどいませんでした。

ここも、春のピンクのトンネルの時期には人々でごった返しているのでしょう。
　東山小学校の西側の広い通りの銀杏並木はとても立派なのですが、今年の秋は、なかなか見に行く機会を持てませんでした。日ごろ目にする山手通りや駒沢通りの銀杏がまだ青いので、あの通りの銀杏も同じだろうと思っていたのですが、7日の午前に見に行ったところ、もう紅葉の最盛期は過ぎてしまっていたようでした。東山公園側から撮った写真です。



　葉が落ちかかっている木が多く、特に道の西側になる病院の付近の銀杏は葉がほとんどない木もあります。南に向かってまっすぐ歩いて交差点で振り返って撮るとこんな状況です。

　ここから見るとまだ黄色の葉がきれいです。でもこの日の状況は、この交差点を東に曲がったこっちの通りの方が見ごろに感じられました。

　東に向かって進んで振り返った写真が次です。交通量があまり多くなかったので、横断歩道の真ん中で立ち止まって写真が撮れました。



　日の当たり具合などから色つきの早い、遅いがあるのでしょう、まだ青い部分もあり、葉が落ちてしまった木も、そして黄色がまったく鮮やかな木もあります。この通りでは北側の方が見ごろの状況です。道の南側はもう葉が少なくなっている木も目につきました。ゆっくり歩きながら、見比べて、この日は今一番きれいなのはミニストップの辺りかなと感じ、撮った木です。私の好みはほんの少し青が残っている状況かな。

 　この日は午前9時ころに訪ねたのですが、通りに面した各建物の管理の方らしき何人もの人が落ちた葉をほうきで掃き集めていらっしゃいました。私のように見て楽しむだけの気楽な者と違って、実際この並木とかかわって生活されている人たちには御苦労があり、そのような人たちに感謝の気持ちを持って味あわせてもらわなければなりません。　ここの銀杏とは別に、私が大変立派な銀杏の木だと思っているのが目黒不動にある銀杏です。この日はここの東山の銀杏並木から、渋谷のハローワークに直行したのですが、そのあと駅から大井町行きのバスに乗り午前のうちに目黒不動の様子も覗いてみました。次が目黒不動のその銀杏の木です。木の種類が別なのでしょう、枝も葉も形が違います。青木昆陽の碑の横に一本だけ、そびえ立つこの銀杏もバックの青い空に映えて存在感たっぷりでした。



目黒区美術館にて12月25日まで開催の秋岡芳夫展を20日にようやく見にいってきました。10月末から開催されている展示で、いつでもいけそうだと思っていたら、ギリギリの時期になってしまいました。

美術館にはいると最初に目に入る展示は２０００機の竹トンボです。ビックリします。これだけあると竹トンボと表示がないと何の展示なのかわからないくらいです。一階の展示はその向こうに器、家具、道具、写真などがつづきます。秋岡芳夫さんは、工業デザイナー、木工家、童画家など多彩な顔を持ち、さまざまなお仕事を世に残した方です、展示も多彩な内容でした。二階につづく展示を見ると内容の濃さ、多彩さに圧倒されます。カメラ、ラジオ、オートバイといった、デザインを担当した数々の工業品、製作された器などの工芸品の展示は、期待しての入館だったのですが、私には予想できなかった展示物が多かったという印象です。その豊富さをうまく説明できないのですが、（実際に見ないとわかないでしょう。）デザインの過程のスケッチや収集して使用されたであろう膨大な道具類、ご自身の系譜につづく絵画、童画におもちゃ類、作業風景や係わりのあった人々、催しや事業の写真に秋岡芳夫語録の紹介もあり、まさに秋岡芳夫展です。作品展ではなく秋岡芳夫展だと感じてしまいます。さぞ展示物や展示方法を熟考し、時間をかけて工夫されたのでしょう。関係者の意気込みが伝わってくる、とても印象深い展示でした。



秋岡芳夫さんは、お若いころから長年にわたって目黒区中町のご自宅＝工房（展示物にはご自宅の写真や住居表示もありました。）を拠点に、日本各地に活動の場を広げながら、ものを作るということに携わり続けた方です。ご自身の大好きな「ものを作る」ということに早くから出会い、そしてやり続けることができた本当に羨ましい方です。天職にめぐり合えたと言ってしまいたくなる方、こんな人生をおくれる方は本当に稀だと思います。しかし、それをやれる強い意志と幸運を持った人物で、しかも努力を怠らなかったということなのでしょう。当日、おそらく近くの小学校の児童たちと先生と思われる見学者もまじっていたのですが、「みんなにも、秋岡芳夫さんのように本当に自分のやりたいことが早く見つかると良いね。」と言いたくなりました。 


